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　〔目的〕肺門型肺癌を対象に133Xe－Scintigraphyを

施行し，Perfusion及びVentilation像より機能的欠陥

を明確に把握する．

　〔方法〕患者は坐位で背面よりγ一カメラを設置し，

肘静脈より133Xe生食溶液4mCiを急速に静注した．

オリジナルイメージは静注後5～30秒のperfusion　ph－

aseを撮像し，引続き外気自然呼吸をさせ，30”・）1／30”，

1／30”～2’30”，2’30”～3’30”，4／30”～S’30”と経時的

に］・33Xe　Washout　phaseを撮像した．肺内の放射活性

の消失をまってSpirometer内の02混合133Xeガスを

閉鎖回路でRebreathingし撮像した．

　対象症例は肺門型肺癌12例で，その中，胸部X線写真

上腫瘍が中央陰影に重って読影し難い肺癌4例を含む．

　〔結果〕1）腫瘍が気管支壁内のもの，或いは壁内浸

潤型で気管支狭窄を示す症例では，perfusienの軽度低

下と共にWashout　phaseで著明な133Xe－Gastrapping

を認めた．Rebreathing　phaseでは明らかな異常所見

はみられなかった．2）腫瘍がかなり腫大して肺動脈狭

窄を来す症例では，Perfusionの著しい低下がみられ，

133Xeの分布が行われない為，　Washout　phaseでは133

Xe－Gastrappingは認められなかった．又当該部におけ

るRebreathing　PhaseではActivityの軽度低下がみ

られた．

　〔結語〕X線写真上診断困難な肺門型肺癌診断のスク

リーニング法として，133Xe静注法による肺Perfusion

及びVentilation　imageを得，肺癌病変で多くみられ

るPerfnsionの低下と133Xe－GastrapPingの現象を把

えた．
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　〔目的〕我々は昨年の本学会に於いて，高令者の肺血

流シンチグラムの特徴としていわゆる‘fissure　sign’の

多くみられる事及び肺血流が下肺野で減少している頻度

の高い事を中心に報告した．今回はそれらを含めた血流

の不均等分布の特徴を胸部レ線との対比の上で検討し，

更に剖検例で生前のシンチグラムと剖検所見との対比を

試みいくつかの興味ある知見を得たので報告する．

　〔対象ならびに方法〕対象は呼吸器疾患を有する患者

143例と呼吸器疾患のない高令者12例である．方法は131

1－MAA　500μCi，99　’「・　Tc－albumin　microsphere　2　mCi

のいずれかを坐位又は症例により臥位で静注後，γカメ

ラで4方向の像を得て検討した．剖検例はそのうち15例

である．主として肉眼病理学的比較を行い，症例により

顕微鏡的検索も試みた．

　〔結果〕高令者では‘fissure　sign’，下肺野の血流減

少も含め一般に肺血流の不均等が著しく，胸部X線所見

から不均等性の原因が明確にしえない症例が多かった．

　剖検例15例中‘f輌ssure　sign’をシンチグラム上呈した

症例は9例あったが，うち剖検で胸膜性病変が認められ

たもの4例，fissureに沿い気腫性変化を認めたもの1

例があった．又下肺野の血流減少像を呈した症例は9例

であった．うち7例では，肺癌，胸水貯留，Bulla等の

病変で説明可能であったが，しかし残りの3例では下肺

野の血流障害の病因を肉眼病理学的所見に求める事は出

来なかった．

　〔考察〕かねて肺血流の不均等分布について種々な原

因が指摘されているが，今回は胸部X線及び剖検所見と

の対比から高令者肺シンチグラムの特徴及びその原因に

ついて考察した．
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